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【所属】：［国際総合］学類

【氏名】：

【出身校】：

【自己推薦書】

　分量　5ページ　（1ページあたり 24行×20字　総字数 2922字）
　
　内容　高校生活について：部活動、学園祭役員活動、図書委員会活動等を通して学んだこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　 理系から文系への転向の動機
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 筑波大学への志望動機、入学後にどのような学生でありたいか　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
【添付資料概要】
　
　主な添付資料題名
　

資料名 備考

研究  「世界国家の実現に向けて　太平洋戦争と石橋湛三に学ぶ」（34ページ）提出後に題名を修正

実用英語技能検定 2級合格証

【自己推薦書+添付資料で述べた主な活動の内容】

　研究 「世界国家の実現に向けて　太平洋戦争と石橋湛山に学ぶ」　（添付資料 34ページ/18526字）
　
　（以下、目次を抜粋し概要に代える）
　
　まえがき

　第一章 第二次世界大戦の悲劇－喪失と獲得
　　
　　第一節　開戦前夜
　　第二節　ハルノート
　　第三節　太平洋戦争
　　第四節　敗因
　　第五節　戦後の始まり
　　第六節　憲法改正
　　第七節　喪失と獲得

　第二章　戦後日本の歩み　～リベラリストの描いた夢と現実～

　　第一節　石橋湛山「第三次世界大戦の必至と世界国家」
　　第二節　どのような世界国家を建設すべきか
　　第三節　血塗られた経済復興
　　第四節　冷戦の終結
　　第五節　広がる戦火
　　第六節　対米追随に徹した日本

　 （次ページに続く）
　

　
　
　（前ページからの続き）
　
　第三章　求められる日本像－経済大国からの脱却　
　　
　　第一節　戦後レジュームからの脱却
　　第二節　憲法九条改正の必要性
　　第三節　どのように憲法九条を改正するか
　　第四節　世界国家建設へ向けて

　あとがき
　
　参考資料・文献一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、目次抜粋終わり）

　研究の動機と目的

　
動
機

　近年の先進国領域内におけるテロの続発と、東アジア情勢の緊張を遠因として日本国内で高まっ
た改憲論、自衛隊増強論等と、小中学校において受けた平和教育との間に生じた、如何ともし難い
違和感を解消するために研究を行いたいと考えた。その過程で石橋湛山氏の世界国家論と出会い、
発展的に世界平和構築のための方法を探ることとなった。

目
的

近年の日本の安全保障に対する如何ともし難い違和感の解消。
世界平和構築の方法の考察。

　
　研究の実際

　
方
法

　その全てを資料調査によった。主に利用したのは中公新書と岩波新書、NHK「映像の 20世紀」
である。
　重視したのは、太平洋戦争の開戦理由、憲法、安全保障を中心としてみた、太平洋戦争後の日
本と世界の歩み、石橋湛山氏の唱えた世界国家構築論の実際の把握である。

　 
成
果

　太平洋戦争前後の日本と、連合国、主に米・中・旧ソの行動を把握し、その結果日本にもたらされ
た影響を知ることによって、これまでよりもはっきりと当時の日本、連合国双方における太平洋戦争
の開戦理由を把握できたと思う。
　また、戦後の憲法改正、冷戦の勃発と朝鮮戦争勃発、日本の再軍備等の状況下に誕生した石橋
湛山氏の世界国家論に触れたことにより、これまで考えもしなかった方法での世界平和の実現の可
能性を垣間見ることが出来た。
　そして、現代の日本の在る状況が、決して望ましくなく、早急な対応、具体的に言えば憲法の見
直し、国民の国家の安全保障に対する意識の向上等が必要であることを強く意識するようになった。

　
課
題

　調査を全て机上で行ったため、現実の専門家の先生等からお話を聞くことが出来ず、偏った理解
しか出来ていないかもしれないという疑問が残ったこと。
　戦後の日本と世界の歩みを扱った部分では、本来統計データ等が必要と思われるような部分に
それらを利用できなかったこと。
　この他、論文として執筆したが、実際には論文として必要と思われる体裁をなしていないこと。

　
　研究の今後

　現在研究は中断状況にあるが、大学提出後に湧いた興味や課題を取り入れつつ、再開したいと思う。

　【出願を決めた時期】　高校 2年の春頃
　【出願書類作成にかかった期間】　4ヶ月程度



－21－

➡前へ　扌目次へ　次へ➡

【所属】：［国際総合］学類

【氏名】：

【出身校】：

【自己推薦書】

　分量　5ページ　（1ページあたり 24行×20字　総字数 2922字）
　
　内容　高校生活について：部活動、学園祭役員活動、図書委員会活動等を通して学んだこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　 理系から文系への転向の動機
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 筑波大学への志望動機、入学後にどのような学生でありたいか　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
【添付資料概要】
　
　主な添付資料題名
　

資料名 備考

研究  「世界国家の実現に向けて　太平洋戦争と石橋湛三に学ぶ」（34ページ）提出後に題名を修正

実用英語技能検定 2級合格証

【自己推薦書+添付資料で述べた主な活動の内容】

　研究 「世界国家の実現に向けて　太平洋戦争と石橋湛山に学ぶ」　（添付資料 34ページ/18526字）
　
　（以下、目次を抜粋し概要に代える）
　
　まえがき

　第一章 第二次世界大戦の悲劇－喪失と獲得
　　
　　第一節　開戦前夜
　　第二節　ハルノート
　　第三節　太平洋戦争
　　第四節　敗因
　　第五節　戦後の始まり
　　第六節　憲法改正
　　第七節　喪失と獲得

　第二章　戦後日本の歩み　～リベラリストの描いた夢と現実～

　　第一節　石橋湛山「第三次世界大戦の必至と世界国家」
　　第二節　どのような世界国家を建設すべきか
　　第三節　血塗られた経済復興
　　第四節　冷戦の終結
　　第五節　広がる戦火
　　第六節　対米追随に徹した日本

　 （次ページに続く）
　

　
　
　（前ページからの続き）
　
　第三章　求められる日本像－経済大国からの脱却　
　　
　　第一節　戦後レジュームからの脱却
　　第二節　憲法九条改正の必要性
　　第三節　どのように憲法九条を改正するか
　　第四節　世界国家建設へ向けて

　あとがき
　
　参考資料・文献一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、目次抜粋終わり）

　研究の動機と目的

　
動
機

　近年の先進国領域内におけるテロの続発と、東アジア情勢の緊張を遠因として日本国内で高まっ
た改憲論、自衛隊増強論等と、小中学校において受けた平和教育との間に生じた、如何ともし難い
違和感を解消するために研究を行いたいと考えた。その過程で石橋湛山氏の世界国家論と出会い、
発展的に世界平和構築のための方法を探ることとなった。

目
的

近年の日本の安全保障に対する如何ともし難い違和感の解消。
世界平和構築の方法の考察。

　
　研究の実際

　
方
法

　その全てを資料調査によった。主に利用したのは中公新書と岩波新書、NHK「映像の 20世紀」
である。
　重視したのは、太平洋戦争の開戦理由、憲法、安全保障を中心としてみた、太平洋戦争後の日
本と世界の歩み、石橋湛山氏の唱えた世界国家構築論の実際の把握である。

　 
成
果

　太平洋戦争前後の日本と、連合国、主に米・中・旧ソの行動を把握し、その結果日本にもたらされ
た影響を知ることによって、これまでよりもはっきりと当時の日本、連合国双方における太平洋戦争
の開戦理由を把握できたと思う。
　また、戦後の憲法改正、冷戦の勃発と朝鮮戦争勃発、日本の再軍備等の状況下に誕生した石橋
湛山氏の世界国家論に触れたことにより、これまで考えもしなかった方法での世界平和の実現の可
能性を垣間見ることが出来た。
　そして、現代の日本の在る状況が、決して望ましくなく、早急な対応、具体的に言えば憲法の見
直し、国民の国家の安全保障に対する意識の向上等が必要であることを強く意識するようになった。

　
課
題

　調査を全て机上で行ったため、現実の専門家の先生等からお話を聞くことが出来ず、偏った理解
しか出来ていないかもしれないという疑問が残ったこと。
　戦後の日本と世界の歩みを扱った部分では、本来統計データ等が必要と思われるような部分に
それらを利用できなかったこと。
　この他、論文として執筆したが、実際には論文として必要と思われる体裁をなしていないこと。

　
　研究の今後

　現在研究は中断状況にあるが、大学提出後に湧いた興味や課題を取り入れつつ、再開したいと思う。

　【出願を決めた時期】　高校 2年の春頃
　【出願書類作成にかかった期間】　4ヶ月程度
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所属〔理工学群 数学類〕
氏名〔　　　　　〕
出身校〔　　　　　　　　　　　　　 (2007年度卒)〕

【自己推薦書内容】

分量：4ページ３９００字
内容：数学が好きである理由
　　　自主研究『円周率及び自然対数の底が無理数である証明』などの説明
　　　上記の自主研究の課題点、興味深いこと、今後の予定
　　　高校数学のカリキュラムについて問題に感じることと、考えられる改善策
　　　部活動などの課外活動について

【添付資料概要】

自主研究「円周率が無理数である証明」
　　　　「自然対数の底が無理数である証明」
　　　　「無理数の無理数乗が無理数とならない例」

【自己推薦書＋添付資料で述べた主な活動の内容】

添付資料１.円周率が無理数である証明
数学 Aの授業では背理法は無理数の証明などに使われると紹介されていたが、実際に教科書に載っていたのは
が無理数である証明だけだった。しかし、円周率が無理数 (永遠に表しきれない小数)であることは小学生も知っ
ていることだったので、私は円周率が無理数であることの証明に興味を持ち、取り組むことにした。
微積分を授業に先行して独学しつつ、大学の講義で使われていた問題を解くことで証明方法を研究した。問題
では大学で習う定理を使って証明していたが、より簡単に、高校で習う数学だけで証明しようと工夫した。

証明では関数 f(x) =
1
n!

pnxn(π − x)n について検証するが、ここでは割愛する。

添付資料２.自然対数の底が無理数である証明
数学 IIIを習い始めると、新たに自然対数の底が無理数として知られていると証明無しに紹介されていたので、
これも自主研究の対象とした。
円周率が無理数である証明では、πを有理数と仮定して 0 < (整数式) < 1という形を作ることで矛盾を示した。
この命題は高校数学での自然対数の底の定義から始めて、二項定理などを用いて πと同じように 0 < (整数式) < 1
の形を作ることで簡単に証明することができた。この２つの自主研究について、最後に高校の数学の先生に検証
をお願いした。

証明の概略

e =
(

1 +
1
n

)n

=
n∑

k=0

(
n

k

)
→

∞∑
k=0

1
k!

(n → ∞)

よって、自然対数の底 eが有理数だと仮定すると e =
∞∑

k=0

1
k!

=
q

p
と表せる。
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所属〔理工学群 数学類〕
氏名〔　　　　　〕
出身校〔　　　　　　　　　　　　　 (2007年度卒)〕

【自己推薦書内容】

分量：4ページ３９００字
内容：数学が好きである理由
　　　自主研究『円周率及び自然対数の底が無理数である証明』などの説明
　　　上記の自主研究の課題点、興味深いこと、今後の予定
　　　高校数学のカリキュラムについて問題に感じることと、考えられる改善策
　　　部活動などの課外活動について

【添付資料概要】

自主研究「円周率が無理数である証明」
　　　　「自然対数の底が無理数である証明」
　　　　「無理数の無理数乗が無理数とならない例」

【自己推薦書＋添付資料で述べた主な活動の内容】

添付資料１.円周率が無理数である証明
数学 Aの授業では背理法は無理数の証明などに使われると紹介されていたが、実際に教科書に載っていたのは
が無理数である証明だけだった。しかし、円周率が無理数 (永遠に表しきれない小数)であることは小学生も知っ
ていることだったので、私は円周率が無理数であることの証明に興味を持ち、取り組むことにした。
微積分を授業に先行して独学しつつ、大学の講義で使われていた問題を解くことで証明方法を研究した。問題
では大学で習う定理を使って証明していたが、より簡単に、高校で習う数学だけで証明しようと工夫した。

証明では関数 f(x) =
1
n!

pnxn(π − x)n について検証するが、ここでは割愛する。

添付資料２.自然対数の底が無理数である証明
数学 IIIを習い始めると、新たに自然対数の底が無理数として知られていると証明無しに紹介されていたので、
これも自主研究の対象とした。
円周率が無理数である証明では、πを有理数と仮定して 0 < (整数式) < 1という形を作ることで矛盾を示した。
この命題は高校数学での自然対数の底の定義から始めて、二項定理などを用いて πと同じように 0 < (整数式) < 1
の形を作ることで簡単に証明することができた。この２つの自主研究について、最後に高校の数学の先生に検証
をお願いした。

証明の概略

e =
(

1 +
1
n

)n

=
n∑

k=0

(
n

k

)
→

∞∑
k=0

1
k!

(n → ∞)

よって、自然対数の底 eが有理数だと仮定すると e =
∞∑

k=0

1
k!

=
q

p
と表せる。

q

p
=

∞∑
k=0

1
k!

=
1
0!

+
1
1!

+
1
2!

+ · · ·

両辺を p!倍して

q(p − 1)! =
p!
0!

+
p!
1!

+
p!
2!

+ · · ·

一部を移項して

q(p − 1)! −
(

p!
0!

+
p!
1!

+
p!
2!

+ · · · + p!
p!

)
=

p!
(p + 1)!

+
p!

(p + 2)
+

p!
(p + 3)

+ · · ·

=
1

p + 1
+

1
p + 2

+
1

p + 3
+ · · ·

<
1
2

+
1

2 · 2
+

1
2 · 2 · 2

+ · · · = 1

∴ 0 < q(p − 1)! −
(

p!

0!
+

p!

1!
+

p!

2!
+ · · ·

)
< 1

となり、矛盾が生じる。

ある数が無理数であることを証明することの面白さは、有理数は正確な数値を知ることが出来るが、無理数は
正確な数値を永遠に知ることが出来ない、ということにある。無理数の研究は、コンピュータに取って代わられ
ることのない研究だと思う。
無理数について調べる中で、ππ や eeなどが無理数かどうかは未だに証明されていないことを知った。将来はこ
れらの問題について研究してみたいと思う。

添付資料３.無理数の無理数乗が無理数とならない例
ππ や eeといった”無理数の無理数乗”は無理数になるのではないかと短絡的に考えてしまう。反例を考えてみる
と意外にも簡単に示すことが出来たので、それを添付した。

(
√

2)
√

2 が無理数だと仮定すると、
(√

2
√

2
)√

2

= 2となり、無理数の無理数乗が有理数となった。

(
√

2)
√

2 が有理数だと仮定すると、明らかに無理数の無理数乗が有理数となった。

高校数学のカリキュラムについて
ベクトルは物理と非常に関係の深い分野であるが、数学 Bの教科書では物理法則には触れていない。これでは
物理を履修していない人にとってはベクトルを何のために学ぶのか、(特に、ベクトルの内積の概念)が非常に理
解しにくい。また、ベクトルや行列式は高校数学の他の分野との関連性が示されていない。このような教科書、カ
リキュラムの問題点をいくつか挙げ、改善策を考えた。

課外活動について
高校生活の３年間、運動部を続けてきて得たものや、持っている資格検定について記した。

【出願を決めた時期】
高校３年次の６月頃

【出願書類作成にかかった期間】約３ヶ月
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【所属】　　　理工学群物理学類

【出身校】　名古屋大学教育学部附属高等学校

【自己推薦書概要】

   ・分量　３ページ、約１２００文字/ページ

   ・内容　

        １．自分の性格、夢について

        ２．科学サークルでの活動

        ３．高校で行なった特別な授業、レポート

        ４．参加したイベントについて

【添付資料概要】

   ・賞状類

   ・実験計画

   ・総合人間科でのレポート

   ・レポート：かみでっぽう何故なるのか？

   ・レポート：レーザー発振機の製作

   ・その他、雑多なレポート

【自己推薦書＋添付資料で述べた主な活動内容】

・自己推薦書の要約

　私の夢は、タイムマシンの製作です。実現には「時間」や「空間」、「物質」に関係する理論

を学び、さらに発展させる必要があると思っています。

　科学サークルに所属しており、「電気パンの製作」から「レーザー発振機の製作」まで様々

な物を製作、また、実験を行ないました。私はこのサークルで先生や先輩、後輩から粘り抜く

こと、科学実験の心得を学びました。

　私の学校には、総合人間科や新教科などの実験的な授業が多数あり、名大の方々にイン

タビューさせて頂いたり、国際問題、科学とは何か？などのテーマをそって社会科学、自然

科学の両面から見るなどの学習をしました。多方面から見ることで様々な問題や、解決法が

見え、とても楽しく、そして、そのことの大切さも学びました。

　また、名古屋で毎年行なわれている「天文学の最前線」と言う公開講座に参加したり、「物

理チャレンジ」に参加、子供達を連れての自然観測にボランティアで参加したりと、外でのイ

ベントにも参加していき、そこで同じ道を進む仲間やライバル、新しい知識、考えに出会えま

した。このことは、自分の学習の励みになり、また、競い合う協力し合う仲間ができました。
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・添付資料の概略

・実験計画…思いついてメモをしておいた計画書

　計画は２つで、「霧箱」と「橋の共振」です。

　「霧箱」は、霧箱という電荷を持ったものが通った軌跡を観測できる装置を使って、宇

宙線を観測し、物質と反物質の存在する比を確かめようとしている。方法は霧箱の中

に一様な磁場を作ってやり、そこを通る粒子の電荷を軌跡を使って調べると言うもので

す。主に観測するのは±μ粒子で＋の電荷を持つほうが－よりずっと少なければ、物質

が反物質よりも、ずっと多く存在すると言えると考えました。

　「橋の共振」は、橋の簡単なモデルを作ってやり、基本振動数を実験で求めると言う

物です。自分の予測では、橋のように固定された板は、弦と同じ基本振動数の求め方

で計算できると考えたので、まず橋に掛かる張力と、橋の上に物を置くことで起こる張

力の変化を測定します。その後、実際に振動させて基本振動数を求め、予測した値と

比較する。当然、予測にとても近ければ予測は的中したことになります。他にも、他の

高校が別の実験で使っていた、式の予測方法も使ってみようと思っています。

【出願を決めた時期】

高校２年　春

【出願書類製作かかった期間】

３週間
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所属： 工学システム学類 

氏名： 佐藤 栄一 

 

【自己推薦書概要】 

 分量： ３３ページ（１３０００文字程度） 

 内容：  

  ・取得資格に関しての説明 

  ・志望理由書に書いた事の詳しい説明 

  ・自作ソフトウェアの紹介（７作品・未完成を含む） 

  ・電子工作作品の紹介（４作品） 

 

【添付資料概要】 

 ・実用英語検定試験準１級合格証 

 ・日本中国語検定協会主催中国語検定準４級合格証 

 ・パソコン検定協会主催パソコン検定試験３級合格証 

 ・毎日パソコン入力コンクール和文Ａ４級認定証 

 ・太陽電池工作コンクール、茨城県県西ロボットコンテストの賞状 

 ・自己推薦書添付 CD（写真・スクリーンショット・ソースコード・回路図等） 

 

【自己推薦書＋添付資料で述べた主な活動の内容】 

 自己推薦書の目次とその項目の概略： 

 

 １．自己推薦書（始めに） 

  ・取得資格に関して 

   →各種検定試験の合格証及びコメント。英検のところでは、コンピュータを使った英語

の学習法を含め、英語の習得の為の自分なりの試みを述べた。 

  ・志望理由書に関して 

   →志望理由書の内容をより詳しく説明した。 

 

 ２．自作ソフトの紹介 

  ・自作ソフト[RPNCalc] 

   →逆ポーランド記法で入力する電卓の紹介。１作目の問題点と、その改善を含めて始

めから書き直した２作目について、その改善の内容・過程を述べた。 

  ・自作ソフト[ClipSearch] 

   →クリップボードの内容をＷｅｂで検索して表示するソフト。英単語暗記時の不便を解

消するために作った。英語学習と関連付けながら紹介した。 

 

↑後述のクリスマスツリー 
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  ・自作ソフト[four4s] 

   →４つの「４」の四則演算その他の組み合わせで、整数を作る。実用性はないが、どの

ような動作をするのか詳しく記述した。 

  ・その他の自作ソフト 

   →上記３種以外のプログラム（未完成含む）を表形式でそれぞれ数行で簡単に紹介し

た。例えば、世界地図暗記ソフト（未完成・後に少し改良して、定期試験のため、アメ

リカの州名を覚えるのに使った。）など。 

 

 ３．電子工作作品の紹介 

  ・電源装置 

   →小学の頃に作った。今までに何度か改良したときの問題解決に至る過程、など。 

  ・クリスマスツリー 

   →PIC マイコンと約５０個の LED を使った作品。クリスマスが来る度（今年は除く）に改

良している。今年は改良点を思いつかなかったので、来年は新しく何か作ろうか検

討中。このツリーを面接の時に持参したのだが、紹介し忘れてしまった。 

  ・太陽電池工作コンクール 

   →小学の頃の二作品の紹介。賞状を添付した。 

  ・ロボットコンテスト 

   →中学の頃、ロボットコンテストに何度か出場した。そのときの成績を簡潔に示し、複

数のロボットうち、特に一台をピックアップした。仕組みの紹介と県西大会での敗因

の考察を含めた。 

 

 ４．最後に 

   →あとがき。抱負、添付ＣＤ内容の概略など。 

 

 ＜特に気をつけた点＞ 

 ・各所にスクリーンショット・写真・図を載せ、出来るだけ分かりやすくなるように書いた。 

 ・作品の紹介の項目では、作成途中・使用時に起こった問題点やその改善について述べ

ることに重点を置いた。 

 

【出願を決めた時期】 

 高校３年の５月ごろ。 

 

【出願資料作成にかかった期間】 

 ８月の終わりから連日、集中的に作成した。 

 

 

 

↓前述の自作 RPN 電卓  
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.NET

1 12

public void CreateNewTab(string urll) 

 { 

webBrowser

TabPage DynamicTab = new TabPage();

DynamicTab.Text = " ...";

this.tabControl1.Controls.Add(DynamicTab); 

}
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所属　：情報学群/情報メディア創成学類
氏名　：渡邊 飛雄馬
出身校：暁星高等学校（平成19年度卒）

【自己推薦書概要】
分量：4ページ・3073文字
内容：【1】所属部活動のPR
　　　　　　　・部活動のPR計画
 　　　・[H.17年度]部PR「イメージ改善」 　　　　 ー失敗ー
 　　　・[H.18年度]部PR「必要な情報の付加」　　　 ー成功ー
 　　　・[H.19年度]部PR「必要な情報の更なる付加」 ー成功ー

　　　【2】情報学に関連する自分の経験と適正のまとめ

【添付資料概要】
　　1：部活動PRビデオ（3年度分収録）DVD
　　2：平成19年度フランス語フェスティバルにておこなった
　　　　　　　　　情報とメディアに関連したスピーチの原稿と日本語訳
　　3：実用フランス語技能検定試験 2級 合格証書の複写
　　4：実用英語技能検定 2級 合格証書の複写

【自己推薦書+添付資料で述べた主な活動の内容】
※大学でやりたい事等は志願理由書に明記したため、自己推薦書では自己推薦に徹した。

【1】所属部活動のPR活動（3ページ）

・部活動のPR計画
　私は中学・高校では山岳部に在籍していた。とても良い部活だったが、部員が少なかった。私は山岳部の入部希望者
数が非常に少ないことに疑問を抱き、不人気を改善し入部希望者を増やそうと、部のPRを計画した。

・ [H.17年度]PR「イメージ改善」
仮定：「格好が悪い、競技スポーツと違って燃えない、暗くて地味」などという、登山の悪いイメージが、山岳部の入
　　　部希望者数に悪影響を与えていると推測した。

実行：「部活紹介」にて他の部活とは一線を画したPRを行い、明るく活気のあるイメージを強く印象づけることにし
　　　た。「部活紹介」とは、1学期の始めに新入生に向けて、各部活が各々PRを行う行事である。私はその部活紹介
　　　初の試みとして、映像を用いることにした。 映像は印象づけに効果的であると判断し、明るく楽しいイメージを
　　　重視した1分程のプロモーションビデオを放映したが、大きな効果は得られなかった。

考察：放映中に「格好いい」といった声が新入生の中から聞こえてきたことから、ビデオの印象は悪くなかったはずで
　　　あった。身の回りの人にアンケートをとった結果、山岳部の活動内容が同級生にすら詳しく認知されていなかっ
　　　たことが判明。

・ [H.18年度]PR「必要な情報の付加」
仮定：新入生が第一に欲しているのは、山岳部の詳しい活動内容である。普段の練習、登山の規模、日程、回数等の情
　　　報をわかりやすく伝えることなくして、イメージ戦略は効果をなさないと考えた。
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実行：良いイメージを与える映像はそのままに、山岳部の活動内容を解説する映像演出を含めたビデオを作成した。事
　　　前に口頭で発表する生徒と打ち合わせを繰り返し、発表内容に即した映像をバックに流すことで、強く印象に残
　　　るように情報を伝達することに努めた。このPRは大成功し、入部希望者数は激増。山岳部史上最多を記録した。

考察：昨年度の「こちらの立場から一方的に伝えたいことを伝える」発表とは違い、相手の欲している情報を分析して
　　　それを与え、その上で自分たちの強く伝えたい「楽しさ、明るさ」を発信できたことが成功の理由である。

・ [H.19年度]PR「必要な情報の更なる付加」
仮定：興味を持った部活にどのようにコンタクトをとれば良いのか戸惑っている新入生の姿を見かける。部活動へのコ
　　　ンタクト方法は多くの部活が発表時に伝え忘れている事だった。先輩へのコンタクトを促す方法もしばしばとら
　　　れていたが、人数的にも心理的にも難しいものがある。新入生には部室の場所もわかりにくい。

実行：映像と発表に、更なる情報を付加する事で対応した。部活顧問の先生を写真付きで伝え、質問等があったら顧問
　　　の先生を訪ねてほしい事を伝えた。基本的に職員室にいる部活顧問の先生は、部員よりも明らかに目立ち、覚え
　　　やすく声もかけやすい。窓口として最適であった。また、部室の場所と練習日を詳しく、また、体験入部時に持
　　　参して欲しいものも伝えた。「いつ、どこで、どうすれば」を明示したのである。結果は成功。二年連続で入部
　　　希望者数の記録を更新した。

考察：自分が伝えた情報に一種の流れを見つ
　　　けた。新入生が求めている情報を段階
　　　を追って伝えた事がプロモーション活
　　　動の成功の理由であると考える。そし
　　　て、それには映像を用いて視覚に訴え
　　　た事も大きく貢献しているだろう。

【2】本学類と関連する自分の経験と長所のまとめ（1ページ）
　語学、音楽、映像、計算機（コンピュータ）のそれぞれにおける自分の経験を挙げ、情報学やコンテンツ、コン
ピュータへの自分の興味や適正を示した。

【出願を決めた時期】
　　　・2007年7月4日

【出願書類作成にかかった期間】
　　　・10日間。夜間が作業時間の大半を占めた。締め切りまでの日数と睡眠時間が比例して減少。作成開始時は一日
　　　　１時間程。提出日前日は一日10時間程。

基 本 情 報山岳部の基本的な情報
・合宿や日帰り登山等、主な登山活動について
・練習日、時間、内容について
・活動にかかる費用について　　　　　　　...etc

魅　力

コンタクト

山岳部の魅力
・登山の魅力
・部の楽しさや明るさ
・チームワーク　　　　　　　　　　　　　...etc

山岳部との連絡方法
・部室の場所
・部活顧問について
・部活体験時の持ち物　　　　　　　　  　...etc

まず基本的な情報を伝える

その上で、山岳部の魅力を伝える

上を受けて、山岳部に興味を持っ
たらどうすれば良いかを伝える。
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［所属］情報学群 情報メディア創成学類

［氏名］酒井 佑弥

【自己推薦書概要】

［分量］19 ページ（1 ページに約 1 千文字／総文字数 1 万 5 千文字）

［内容］主に、私が行ってきた今までの経験や体験を時系列順に綴り、それらを経験した過程の中

でどのように行ってきて、どんなことを感じたか、そして自分にどう生かしてきたかをメインに書

き、最後の数ページを使って現在や未来について等を参考画像など織り交ぜながらまとめました。

1. 初めに

2. コンピュータとの出会いから、今に至るまで

3. 現在と、今までの活動を通して

4. 学業についてと、資格について

5. 写真活動について

6. 最後に

※実際に提出した自己推薦書の目次です

【添付資料概要】

1. 取得した検定の合格証書などのコピー

2. 今まで自分が掲載された新聞記事のコピー

3. 写真コンテスト等で入賞した証書などのコピー

4. 作成した文章データや動画データを入れた CD（予備も 1 枚添付）

5. インターン先代表からの推薦状

【自己推薦書＋添付資料で述べた主な活動内容】

 概要でも簡単に記したとおり、私の場合はこれといった代表的な作品や結果が無かった為、私が

これまで行ってきた活動を時系列順にて、詳細に記しました。目次順に説明していきます。

1. はじめに （全 1ページ）

 この項目では、自己推薦書の簡単な概要と、目次を記載しています。

2. コンピュータとの出会いから、今に至るまで （全 1ページ）

 メイン記事となった項目です。ここでは、私がどのようにコンピュータと出会い、なぜコンピュ

ータを詳しく触り始めるようになったのか。そしてどのような過程を積んで、どんな活動を行って

いったのか、そしてどのような経験を得て今に至ったのかを記しました。

 内容を簡単に説明しますと、私は幼い頃から普通とは違う物に着目しており、自分の家にはすで

にコンピュータが有り、自然とそれを使って遊んでいたこと。一旦は離れていたが小学 4 年生の頃、

ある夏休みの日、突然家に iMac というコンピュータが届いたこと。それをきっかけに、毎月買って

いた漫画本をコンピュータ雑誌に変え、雑誌から扱い方を学び、コンピュータと触れ、遊び、学ん
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でいったこと。

そして、小学 5 年生頃にインターネットを初めて、掲示板を通してコミュニケーションをとるよ

うになったこと、しかしそれでは飽きたらず、自らウェブページを制作しはじめたこと、そこから

HTML や CSS というウェブページを構築するために必要な言語を学んでいったこと等々です。

また、どのような人たちとインターネットを通して交流していったのか、どのような成果があっ

たのか、その成果において自分がこだわった部分や、工夫していった部分などについても書きまし

た。

それ以外でも、CM などの素材をまとめ合わせた動画作品を作っていたので、その作品について

も記述し、どのような評価を頂いたかというところも記載しました。

3. 現在と、今までの活動を通して

 この項目では、現在（高校 3 年）の私が行っている活動、その活動において実際に自分が何をし

ているか、そして今までの活動を通して発見した自分の欠点や、改善点などを上げ、どのように成

長したいかを簡単に述べました。

4. 学業についてと、資格について

 私は通っていた学校柄、資格取得を行っていましたので、例えば簿記検定やワープロ検定などに

ついて記述し、結果的にどのような資格をいつ得られたかを記述しました。

5. 写真活動について

 母親が写真活動をしているため、小さい頃は同行した際にカメラを持たされて写真を撮っていま

したので、その活動内容と成果、写真を通じて感じた事について記述しました。

また、入賞したフォトコンテストの紹介や、どのような写真を撮ったか等も。

6. 最後に

 ここでは、この自己推薦書の総まとめとして、私がこれまでに感じてきた自分の限界や、欠点を

洗い出した上で、どのように改善してゆきたいかを初めに、では何故私が情報メディア学類を選ん

だか、入学してから何をしていきたいか、等を書きました。

 志願理由書もありますが、ここでは自己推薦書の文章や添付資料等をひっくるめての志願理由、

と意識して書きました。

 以上です。抽象的ではありますが、私はこのような形でまとめたという参考になればと思います。

【出願を決めた時期】

提出期限より 3 週間前

【提出書類作成にかかった期間】

 資料も含め約 1 週間、最後の 2 日は添削期間。
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【所属】：［国際総合］学類

【氏名】：

【出身校】：

【合格後の活動状況】

　
　1.  ）センター試験対策の継続  

　合格後もセンター試験対策を継続していたが、より英語、国語、社会を重視した学習に取
り組んだ。
　これによって不足していると感じる基礎学力の充実が幾らか達成でき、また一般入試を目
指す友人たちとの交流を維持することで、学習に対する意欲をより高めることが出来たと思う。

　
　2.  ）読書の準備  

　センター試験終了後に読むための本の選定を行った。以下は選定した本の一部概要であ
る。
　

題名 著者（敬称略） 出版元 出版年

現代戦争論　ポストモダンの紛争　LIC 加藤 朗 中央公論社 1993

軍国日本の興亡　日清戦争から日中戦争へ 猪木正道 中央公論社 1995

核軍縮と平和 中川八洋 中央公論社 1986

国際関係論　同時代史への羅針盤 中島嶺雄 中央公論社 1992

会議の技法　チームワークがひらく発想の新次元 吉田新一郎 中央公論社 2000

戦略的思考とは何か　知的武装のすすめ 猪口 孝 中央公論社 1985

安田講堂 1968-1969 島　泰三 中央公論社 2005

他 20 余冊の読書を予定...

　3.  ）郷里の再発見  

　合格通知を受け取ったことにより、4 月から郷里を離れることに決まった。
　同時に、郷里に対する何らかの感情が涌き、時間のあるうちに郷里を散策した。
　以下の画像はその記録の一部である。
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所属〔理工学群 数学類〕
氏名〔　　　　〕
出身校〔　　　　　　　　　　　　　 (2007年度卒)〕

【合格後の活動状況】

高校での学習の継続
2002年からのカリキュラムでは扱われなくなった複素数平面に興味があったので、旧課程の
教科書・参考書を読んで複素数平面を学んだ。
また、高校で選択履修していなかった化学 IIを勉強した。大学では幅広く授業を選択したかっ
たので、同じく選択していなかった生物の勉強も始めた。
入学後に苦労しないためにも、筑波大学個別学力検査の二次試験を意識した勉強を続けた。

大学で習う数学に向けて
愛読していた『高校数学＋ α』(宮腰 忠)をもう一度精読し、続編である『なっとくの線形代
数』を読んで線形代数を予習した。
微分方程式についても興味があったので、参考書を使って勉強した。
高校数学の復習を通して、極限や微積分の正確な定義を知りたくなったので、『微分積分学』

(斉藤 正彦)を読んで � − δ論法について勉強している。

英語学習
英語の能力を客観的に測りたかったので、1月中旬に TOEICを受験した。高スコアを目標
に、引き続き英語の学習を続けている。

その他の活動
AC入試用添付資料作成の際にはOpenOfficeを使って数式を出力したのだが、見栄えがよく
なかった。論文作成などに役立てるため、組版処理ソフトウェア LATEXによる論文作成を勉強
した。(このレポートも LATEXを用いて書いた。)
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所属： 工学システム学類 

氏名： 佐藤 栄一 

 

【合格後の活動状況】 

 

 ・マサチューセッツ工科大学のオープンコースウェアのビデオ講義で Linear Algebra(線形

代数)を学習している。今のペースで行けば２月中には線形代数は一通り終わる予定。その

後は力学と電磁気学を視聴したい。解析のビデオ講義はないようだ。英語の勉強（特に専

門用語など）にもなっている。 

 

 ・何かに挑戦しようと思い、数学検定準１級を受検し、合格した。 

 

 ・将来避けては通れないと思ったので、以前から何回か手を出していた Linux(今回は

Ubuntu というディストリビューション)をインストールし直して、使ってみた。Windows で使って

いたカレンダー・メモ・日記を Linux でも使えるようにするために、Apache2(Web サーバ)＋

PHP（スクリプト言語）を使った構成に変え、すべてブラウザ上から使えるようにした。

Windows 以外の OS から操作できるようになっただけでなく、これからは、ブラウザさえ開け

ばよいので、より便利に使えるようになった。ただし、カレンダーについては、Apache2＋

Mozilla Sunbird を使う方法を取ったが、ブラウザからの閲覧も出来るようにする予定。これ

らの過程で、PHP をある程度学習した。また、Linux カーネルのコンパイルにも挑戦したが、

自分でコンパイルしたカーネルでは起動せず原因も分からなかった。もう少し知識がついた

らまた挑戦してみようと思う。 

 

 ・英語は役に立つと信じているので、引き続きパソコンを使った英単語の暗記を継続して

いる。また、一時的に中断していた英語の多読を再開し、読み終えた総語数は２４０万語を

越えた。 

 

 ・すべての科目ではないが、センター試験を受験した。 

 

 ・自分が学ぶべきプログラミング言語は何なのか、少し考えてみた。とりあえず、C/C++が

必要なことは明らかなので、学習を再開した。 
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